
令和２年度
ダイナミックプライシングによる電動車の充電シフト実証事業

成果報告

【アークエルテクノロジーズ株式会社】
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公開資料



実証事業概要および実施体制
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事業概要

JEPXスポット価格と連動して30分毎に変動するダイナミックプライシングプラン(以降DP
プラン）の電気料金を提供し、電動車の充電に係るユーザーの行動変容を促すために、DP
プランに加えユーザーに以下の通知を実施

① 自社開発のIoT機器（車載器、検定なしメーター）から取得したデータとアンケート
等のユーザー情報よりユーザーの行動様式を学習

② ユーザー毎にパーソナライズされた最適充電時間と充電場所を算出

③ LINEアプリ（一部メール）と車載器で毎日ユーザーに通知

事業体制

アークエルテクノロジーズ
（小売電気事業者）

EV／PHVユーザー
（実証参加者）

✓ 電気供給契約
✓ 実証参加同意書

✓ DPプラン
✓ 最適充電時間通知

✓ 電気料金
✓ 各種実証データ
✓ アンケート

充電器・設置費用支払い

充電器設置
参加者紹介

車載器設置

都市ガス
会社

自動車
ディーラー



✓ 前日の充電実績
✓ 翌日の電気料金

サービスメニュー詳細
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提供サービスのアーキテクチャ

LINEアプリ画面

Tableauによる
可視化分析

車載器画面

毎日18時頃に通知

✓ ユーザー毎の最適
充電時間・場所

毎日18時頃に通知

日本電力卸取引所
（JEPX）

車載器

カレンダー

充電時間
最適化計算

料金計算

利用実績
見える化分析

検定なし
メーター

LINE
アプリ

価格

利用予定

位置・充電

最適充電
時間

最適充電
時間

充電実績

料金

見える化

見える化

JEPXスポット価格

充電状況・位置

電気料金

自動車属性

充電実績

カレンダー



サービスメニュー詳細
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LINE通知イメージ

ユーザーへの個別メッセージ タイムラインでDP単価を通知



データの取得方法
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データ取得方法

①検定なしメーター

• クリップ式電流センサーで建物全体
とEV充電の電流値（アナログ）を
取得

• アナログデータをデジタルデータに
変換

• 10秒毎に取得処理を行い、1分毎に
サーバへ送信

表示器

本体 カメラ GPSアンテナ

（分電盤取付時）

検定なしメーター（単体）

②車載器

• 電動車のインストルメントパネル
（通称：インパネ）の画面をカメラ
で読み取り

• 読み取った画像情報を本体で処理し、
SoC情報として数値化

• 10秒毎に上記取得処理を行い、
GPSデータと併せて1分毎にサーバ
へ送信

• 取得処理および送信処理は、電動車
の電源ON時のみ実行



実証スケジュール
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補助事業遂行に対するJEPX高騰の影響
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JEPX高騰に対する

DP契約者への影響

と対応

対策１ (12月21日)：従量単価の上限を35円に設定

12月中旬から始まった高騰に対し、全DP契約者に対して，従量単
価(JEPX価格+託送料金)の上限を35円に設定する旨を通知

対策2 (12月26日)： 前契約と比較し安価な方を選択して請求

各月の料金の締めのタイミングで、実証参加者がDP契約前にご契約
されていた料金プランと比較し、安価な方を請求する旨を通知

全DP契約者について、12月はDPプラン、1月は以前の契約の方が
安価であった

JEPX高騰に対する

弊社への影響

• JEPX高騰期間中、弊社の電源は全て相対の固定価格で調達を行
なっていたため、影響はインバランス料金についてのみ発生

•ただし、EV充電に対する需要予測精度が低い状態であったため、
インバランス発生の比率は普段より若干高い傾向にあり

JEPX高騰に対する

実証への影響

•12月中旬から1月下旬までは、DPプランのシグナルが実質的に機
能しない状態となり、実証に有用なデータの取得が叶わなかった

•実証参加者のクラスター別にメッセージを出し分ける方式を開発
していたが、有用なデータが得られなかった

消費者側がJEPX高騰のリスクを全て負うタイプのDPは難しいことを理解



JEPX高騰に対し補助事業内で実施した対応策
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日付：2021/12/21
JEPX平均価格(日)：14.7(円)/kWh

【対応策】
⚫ 請求金額の上限を設定：35.0(円)/kWh
⚫ LINEメッセージにて配信
⚫ 高騰している日は「充電をオススメしな

い」旨通知する方式に変更

日付：2021/12/26
JEPX平均価格(日)：35.8(円)/kWh

【対応策】
⚫ 特別料金プラン（前契約の料金と比較し、

安い方の料金を請求金額として適用）
⚫ LINEメッセージにて配信

日付：2021/1/11
JEPX平均価格(日)：117.4(円)/kWh

【対応策】
⚫ 節電へのご協力のお願い
⚫ LINEメッセージにて配信



分析方針
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事業者の経済性の分析方針

（弊社料金プラン）

定額サービス料金 ＋ 電力原価（卸価格 + 託送料金）

• 定額サービス料金で固定費と変動費の一部が回収できる契約数の目安を算出することが、
事業者としての経済性の分析となる

固定費

変動費

売上

人件費
システム・クラウド費用
電力に関する登録関連費用
広告料・賃借料 等

電力原価
インバランス料金
派遣社員人件費

売上

費用

この時点の契約数の把握

• 経済性の大きな分析ポイントは「インバランス発生率」となる。実際に価格シグナルを
ユーザーに発信した際にどのように行動変容し、その際のインバランスをどの程度抑え
ることが可能か（行動変容がどの程度予測可能か）を分析する

• 最終的には「定額サービス料金」の価格設定の調整となる



分析方針
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ユーザー行動変容の分析方針

分析①フラットプランとDPプランの行動変容比較

分析②前提条件の違いによる行動変容比較

• フラットプラン選択時とDPプラン選択時（最適充電時間の通知あり）での充電行動の
変化を比較分析する

弊社フラットプラン 弊社DPプラン

・基本料金なし

・従量料金

家庭向け 23.3円/kWh

法人むけ 24.1円/kWh

・定額サービス料金 1,100円

・使用量×単価

単価=託送料金+スポット価格

• 翌日の充電最適時間をユーザーに通知した際の行動変容について、前提条件の違いを考
慮して分析を行う

1. 電動車使用の行動様式（昼間に使う、通勤に使う、夜間に使う、週末に使う）の
違い

2. 車種（プリウスPHV、日産リーフEV等）の違い

3. 充電機種（6kw、3kw）の違い

分析③ SoC値の状態による行動変容比較

• SoC値の状態により、充電行動がどのように変化するかを分析する



分析方針
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実証参加者の経済性、実証参加者への訴求性、課題の分析方針

実証参加者の経済性の分析方針

① DPプランとそれ以前の電気代の比較分析

② DPプランを最適利用した場合と今回のモニター期間での電気使用での比較分析

実証参加者への訴求性の分析方針

• 電動車を所有していてお声がけしたにも関わらず、実証にご参加いただけなかった方へ
のインタビューによる分析を実施予定

• 実証参加者へのインタビューによる、実証参加の動機、実証参加後の感想等の分析

課題の分析方針

• 実証参加者の経済性と訴求性、事業者の経済性のバランスを考慮した、料金プラン体系
と広告宣伝方法の検討

• ユーザーの行動変容を促すための施策の検討



その他特筆すべき事項
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次年度の実証計画 １/3

技術面での
検証スコープ

①

V2Hを活用した最適化の検証

• 令和2年度実証で、電動車ユーザーの意識や使用のパターンから電動
車の蓄電池としてのポテンシャルを認識

• 令和3年度においては、電動車を蓄電池と捉え、電力卸取引市場のス
ポット価格に最適化された利用の仕組みを検証したい

V2H

（市場が安い時）

日本電力卸取引所
（JEPX）

購入 充電

V2H

（市場が高い時）

日本電力卸取引所
（JEPX）

電動車の電気を利用出来るだけ
購入しない

×

• 家庭用太陽光発電やエコキュート等、機器の変数が増えた場合の最適
化も検証したい

次年度
検証エリア

• 九州エリアにて実証

• 50モニターを目標



その他特筆すべき事項
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次年度の実証計画 2/3

改善事項

検定なしメーター（IoT機器）の小型化/外部発注

• 検定なしメーターの小型化し、実証参加者への負担を軽減したい

現状はIoT機器を分電盤の近くに設置し
ているが、棚等がない場合は、床に設
置させていただいたりすることから、
小型化等の改善が必要。外部発注含め
検討

電動車データ取得

• 電動車のSoC（充電情報）をインパネ手前にカメラを設置し画像認識で
取得しているが、CAN接続等により品質の高い情報を取得したい。自
動車メーカーとの連携も視野に入れ推進

技術面での
検証スコープ

②

最適充電タイマーの開発・検証

EV充電を繋いだら最適な時間を選んで自動で充電して欲しいという要
望が多く寄せられた。また、分析の結果、最適充電が実現できれば利
用者に大きな経済的メリットがあるということも検証できた。上記を
受け、SoC値とJEPX価格を見ながら最適な時間に充電するタイマーを
開発し実証したい



その他特筆すべき事項
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次年度の実証計画 3/3

ABテスト
の実施

コンソーシアム
の組成

充電機器メーカーとの連携

• 充電機器メーカーと連携し、充電データの正確な取得や、充電機器の最
適利用の仕組みの構築を進めたい

ハウスメーカー等との連携

• 実証参加者の確保に向け、ZEHを積極展開しているハウスメーカー等と
の連携を進めたい

通常プランとDPプランのABテストの強化

今年度４モニターだった、フラットプランとDPプランの比較を数と期間
を増やして実施したい

LINE通知メッセージ内容のABテスト

実証参加者に毎日通知するLINEメッセージの内容のABテストを実施し、
メッセージの出し方について検証する


